
流 量 計の試作について

l立 L 力、 喜

1lfí問隊が火-!j~防5ょをする場合I ニ の火主'"大き〈

すZらか 小さ〈するかの掘を留っているのはに機関

白の正しいポンプ運用にあるといわれている 紅来ボ

ゾプ事の股水附における瞬間放水量および1~水量計算

は ホンプ運転時の筒先正月の間接的な剛定および放

水H寺間の読み等によ勺て示されてきたのであるが こ

れらの方法は非常に誤差も多<. lたがって!l:水中に

おける筒先圧力の適正保持も困縦でみった また出関

員は各署て'Iffi催される火民防き .核討会において。必

らずといってもよい〈らいに樫!措置用面ではこの点宏

指摘されてきたのであるが、夜間等においてはなかな

か延長ホ スを正確につかむことができ得ず したが

って樺関員は勘によってポンプ運用をしてきたとし、う

のが現状の聾であったのではないだろうか このよう

な観点から機関買のみに精神的、肉体的負担をかけず

;f.":/プ寧倒において直接目で見て蹴水置がわかり

適正なポソプ運用ができるものが匂いものかと 長年

月にねたって研究を積み重ねた結果試作したのがこの

罰量計でゐる 琉量計そのものについては過去におい

てもヘンチュリ 式等のものが作られたようである

が?二れらはいずれも装置が唖維で大きい上，価格も

高いという点から消防車両には燥用されなかったよう

でゐる

2 琉量2十の術遣機能について

この琉量計の原理は '"龍によ q てプロヘラを回転

させて瞳カ線を切り 電流および電圧を先生させ。
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タ十 筒 11 7量 童十
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車 片 15 j目 巾 搭

コ イ，. 16 カウンタ ー

自盛指示板 17 増巾器電諏結綿
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の電圧により極量を指示させるものである よれι
さらにわかり晶〈理現すると政水中ホース内を証れ

る水が斑量計本体内を通るとき I 本体内に"る翼片を

回転させる.この属片は陸界内にあるため回転する

と磁買が霊化する この置荒田lII'化は，同じ臨界内に

ある=イルに電Eを尭生させ メーターに指示され

る

このように Lて白水町斑れが〆ーターに示される

が，流量と寓片の回転置.翼片の回転置と発生する電

圧は、それぞれ比四するので尭生電圧を知ることによ

り1 流量が簡単に求められる また慣揮証量ほ噌

巾器を介L ハルλモーターを駆動させることによう

てカウ γターに措示されるようになうている

3 璽験期日

昭和38年3月11日より昭和38年7月2日まで

4 翼瞳場所

市原ポンプ飯能工渇

晴語国際貿晶セ γター前

5 主義項目

111 琉量計の性能テスト

121 • 耐久テスト

131 • 損失テスト

(41 芥による晋"テ"ト

6 重腫方法

111 性能テストについては.水量充満した流量タソ

タからポソプ撃で給水L ポYプ車欽ロに斑量計をと

りつけて放水した 寵量は龍量計で組制し一定流量に

な勺たときのタソタ内減水量，およびノズル圧力によ

る計算水量で比較した

121 耐久テストについては斑量計全ポソプ車の位

ロに取付けi これに菅そうをつけて 定時間連続放水

しこれをE置操返すことによって計磁の指針状況.お

よび耐久性を観察した

131 流量計自体白損失テストについては ホース一

本を延長し時量計を取付け、 琉量計入ロ正力 (Pl) と

町量1十出口正力(P2)をも。て比世した

1'1 芥の修曹によるテス トについては。軍眉を 3-

7伺に切りボソプ事の肱ロ醐より入れて これが龍量

計を通過したときの輯況を観照した

7 宰Z受諾果

実験した結果を総合してみると1Il1表および茸2変

のとおりである

8 実瞳考察

111 性能テストについては，市原ポンプ，晴面埠頭

車 l表流量計の性能詑験属績表

ノズルロ怪 ノズル担克圧力 計器誼量 タ γ タ水量
タY量P〈冊水と量と葺計

書 号 器永 の誤
(m/m) ("'/<寄り (1/rnin) (Ifmin) 〉

1 15.9 8.3 5回 5叩 。
2 ， 16.9 730 730 。
3 19.1 3.7 510 485 4.9 

4 • 7.0 710 685 4.2 

5 4・ 15.0 lαlO 985 1.5 

6 22.2 1.8 490 470 4.1 

7 • 4.3 740 705 4.7 

8 4・ 8.7 lαlO 980 2.0 

9 ， 13.2 1210 1170 3.5 

10 25.4 1.0 5曲 475 5.0 

11 • 2.3 760 735 4.6 

12 d・ 5.1 1曲。 970 3.0 

13 ， 8.3 1250 1220 2.5 

14 ' 11_ 7 1450 14.40 0.5 

15 調 6 0.7 495 475 5.0 

16 ， 1.8 750 720 4.0 

17 . 3.2 995 980 1.5 

18 ， 5.3 1250 12田 o 
19 ， 7.7 1490 1485 0.5 

20 31.8 1.8 995 980 1.5 

21 . '.7 1500 1490 O. 7 

22 自， 7，4 1830 1820 0.3 

( 63 ) 



第 2'Ii 耐久民監成罰車

ロM
同
刈駐軍

タンク流量
Cl/min) 

計器指針。Jmin) テスト時間
(min) 

合計時間
(min) 

3. 11 31 9.1 1.890 1. 780-1.8冊 30 30 

3.11 21 14. i I.I04 1.1盟-1.140 30 60 

3.13 21 14. " I.092 1. IlO-l. 120 60 120 

3.14 26 17.2 1.840 1.750-1.780 40 160 

3.15 28 ]4.0 J， 915 1.870-1. 890 40 2田

3.15 26 15.0 1，709 1.690-1、700 45 245 

3.25 30.5 9.0 }. 82。 ー1.8皿 60 305 

3.25 22 14.0 1. 182 1.1田-U 2O 30 335 

4. 1 31 9.0 1.882 1. 770-1. 8曲 35 370 

，. 1 26 15.0 1、709 1. 680-1. 7叩 25 395 

4. 5 20 14.8 l曲4 セ 1.000 35 430 

4. 9 23 14.0 1.292 1. 280-1，3叩 ，0 470 

4‘ 15 30 9.0 }.763 1.7田ー1.8同 45 515 

4.26 30 9.2 1，782 士 1.肱泊 35 550 

5. 6 20 14.8 I凹4 キ 1.町田日 35 585 

5.11 20 14.0 0.977 まさ 1.瓜加 45 630 

ノメルロE
(m/m) 

ノズル圧力
(kljCIlI勺

等において三固にわた勺て聖験したが.いずれも計器

蕊量とタンク水量との誤差箆園は.5掛以下であっ1:...

ただし ニれらの鋲韮中には.水Eタγタ等の誤差も

含まれているので，この程度のものは安周上向等支障

ないと思われる また計器板の目盛り方法を現在のも

のよりさらに広角に補正することにようて，誤差もさ

らに少な〈なるものと思われる.また岡 高量に封L

てノズル圧力 ノズルロ笹を異にLた場合でも琉量計

の指針はほとんどEらなかヮた，
121 耐久テ広トについては，童文水時間25分-60卦と

し延16固にわた勺て試験Lてみたが.各国における計

器指針円誤差はか叶 8揮で連続肱JlCしても同ら支障u

なか勺た，また1 このテストは延10時間におよんだが

計磁の臨陸に異状は認められず.耐久性には問題ない

と思われる

13) 置量計自体の損失テストについては ホース一

本を延長して斑量計をとりつけ.i荒量計入ロ圧力1P.l

および誌量計出口圧力(Pt)を醐定してみた結果 (P，)

-=( Pt) であり，斑量計を用いた場合の鍋失は全〈考

える必要はないと思われる一

141芥の膨曹によるテス トについてはl 軍周を 3-

?聞に切りボソプ草の車交ロ側に入れてボ γプ.aS......7q

/帽2で故氷Lてみたが。短かい草は全部通過し長い

も申だけがプロペラ前町ガイド6こからま勺ていたが計

器指針のフ νは認められず安定Lていた またこのよ

うな長い草屑等はスト νーナーを遇。て入って〈るこ

とは考えられないので，同等主障はないと思われる

151 その他としてお水匝用による膨曹については

安睦を行なっていないのでさらに畏験研究を統吋る必

要があると思う

9 実用上のf>J占について

以上の実験結果機能も良好で直用上の宝障点もほと

んどな〈 。今世実用化され仇ぱ次の利点がある ただ

し住用ホースはコム内彊ホ スを主とする

(}I 当該流量計をポンプ吸水制に取り付ければ，ホ

ースロ珪. $-'"延長世.ノ ズルロ珪 背E等に関保

な〈毎分の敏水量が正確に読みとる二とができ。また

あらかじめノズルロ置がわかっていれば。ノズル圧を

ボγプ草倒において直撞読みとることができる

121 したがうての置量計を用いれば従来行なっ

てきたi垂水基箪桓にかわって道水操作も迅連確実に行

うことができる また寵量橿算計を期いることによ

っては。放水を開曲してから軒了までの匝用水量を正

確ι記草することができる.

131 さらに置量計に特殊装置を付置することによっ

ては。放水中にシャッ トした場合，信号音を尭生し檀

関貝に知らせるニとも可能である

141流量計の取付け位置についても I ポンプの亜水

側にビクトリッタ。ジaイントを用いて取付ければ，

:f.:ノプ車一台に寵量計 個で簡単に融関運用ができる

と君、う

以上が新しく開聾された注量計についての現在まで

の研究結果であるが，さらに実験研究を薗み重ねて。

より精密な配置計を完庇したいと思うのである，

終りにこの斑量計試作に当って御協力下さうた加計

器K.Kに醒甚なる甜意を表す次第である

〈臼}




